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桑名北高等学校の概要

① 設置学科 普通科 （定員 ２００人）

② 生 徒 数 ５８２人（令和２年５月現在）

③ 男女比率 男子 ４６％ 女子 ５４％

④ 進路傾向 就職 ６０％（地元事業所に９割）

（令和元年度）進学 ４０％（大･短が３割、専門が７割）

⑤ 校 訓 自律・誠実・協働

⑥ そ の 他 低学力層の生徒が、一定数在籍

１５年ほど前に「荒れ」 現在は「落ち着き」
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ＧＴＺとは「学習到達ゾーン」の略
ＧＴＺ 進学の目安 就職の目安

Ｂ３以上 ４年制大学を一般選抜で合格が目指せる。
学力を重視する企業や競争率の高い企業・
大手企業への合格が目指せる。

Ｃ１＋

４年制大学を推薦型選抜で合格が目指せる。

一般的な入社試験のペーパーテストでの
合格が目指せる。
資格取得に合格するための基礎力が身に
ついている。

Ｃ１－

Ｃ２＋

Ｃ２－

Ｃ３＋

Ｃ３－

Ｄ１＋

短期大学・専門学校の合格が目指せる。
就職後に仕事に取り組む上で最低限の学力
が身についている。

Ｄ１－

Ｄ２＋

Ｄ２－

Ｄ３＋ 希望が実現できなかったり、進学後に授業
についていけなかったりする可能性が高い。

希望が実現できなかったり、就職後に仕事
についていけなかったりする可能性が高い。Ｄ３－
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平成２８年までの基礎力診断テスト

① 生徒の学力や自己肯定感、モチベーションが低い

② 基礎力診断テストは年１回

事前、事後指導が一切なし（帳票も返却せず）

未受験者等もスルーしたまま放置

③ 基礎力診断テストが形骸化

④ 成績分析、振り返りもなし（実態把握をしない）

⑤ 受験するたびに成績が下降
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基礎力診断 改善取組前 平成２６年度入学生
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改善後の基礎力診断テスト

① 校時を変更、朝学の時間確保 ５分 → １０分へ

② 事前教材を２人体制で指導（国数英×各３日間）

③ 国数英の授業中にも試験対策

④ 事前教材の取組を成績に加味

⑤ 動機づけの事前指導あり

⑥ 試験の解答を転記、自己採点を習慣化

⑦ 事後に振り返りの機会を設ける
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改善後の基礎力診断テスト

⑨ 成績上位者（３０位）を掲示

⑩ 全学年合同で表彰式

⑪ 成績不振（Ｄ３）者を対象とした放課後補習の実施

（次回テスト前の２週間の中で複数回）

⑫ Ｄ３学習会前に全体講話

⑬ 学力向上委員会による組織化と運営

⑭ 同委員会は年６回程度開催し、絶えずベストを模索

進路指導の校内選考の材料にすることを告知

入学式や保護者説明会で、上記を周知

「進路発見ＧＴＺポスター」を全教室に掲示

基礎力診断テストを「非日常から日常へ」
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基礎力診断テストの事前指導・事後指導

事前指導 事後指導基礎力診断の自己採点
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基礎力診断テストの表彰

成績ベスト３の表彰 組 最高得点賞の表彰
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基礎力診断テストの表彰
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基礎力診断テストの表彰

３教科合計点ベスト １～３位

クラス最高得点賞 １位

教科トップ賞 １～３位

みらい賞（担任推薦） ３名

学年主任賞 ３名

ジャンプ賞（Ｄ３から脱出） ∞名
多彩な賞を設定して、
多くの生徒に賞状授与
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Ｄ３学習会の様子

全職員がＤ３生徒を２～３名程度担当
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基礎力診断 同一回比較 【１年１回】

42 22 28 7 1 1 6

95
80 79

53
29 32 34

63
67 68

74
67 60 57

16 24 23

37
33 28 32

49 37 34
52 59 61 57

5 10 5 17 11 18 14

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成26年度

入学生

平成27年度

入学生

平成28年度

入学生

平成29年度

入学生

平成30年度

入学生

平成31年度

入学生

令和2年度

入学生

Ｂ以上

Ｃ

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３＋

Ｄ３－

17



基礎力診断 同一回比較 【２年１回】
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基礎力診断 同一回比較 【３年１回】
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桑名北 ＰＤＣＡの測定ツール

基礎力診断テストは…

生徒の自己肯定感の醸成と学び直しと
学習定着のためのツール

実力診断テストは…

新テストに向けた生徒の学力向上と、
教員の授業改善のためのツール

生徒向け

教員向け
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実力診断のＧＴＺ 【令和元年 １年６月】
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実力診断のＧＴＺ 【令和元年 １年10月】
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実力診断のＧＴＺ 【令和２年 ２年10月】
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実力診断のＧＴＺ 【令和２年 １年10月】
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現時点での「学びの基礎診断」分析

① 義務教育範囲が定着している生徒が増加

② 応用問題への対応が課題

③ １年時にやる気が出ていなかった生徒が、
２年時には自宅学習をこつこつするように変化

④ １年時に「やり方不明」「意義不明」だった生徒は、
学習状況が悪化

⑤ 思考力・判断力・表現力が原因で伸び悩んでいる生徒
が多い
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基礎力診断義務教育範囲 × 実力診断ＧＴＺ
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自宅学習 × 学習の悩み
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学校・生徒の変容 就職一次試験の合否結果
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学校・生徒の変容

卒業時の進路未定者

平成２７年３月卒 １０名

平成２８年３月卒 ９名

平成２９年３月卒 １８名

平成３０年３月卒 ０名

平成３１年３月卒 ０名

令和 ２ 年３月卒 ０名
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学校・生徒の変容

生徒と教師および生徒間トラブルの大幅な減少

集会時・授業時の聞く姿勢に落ち着き

集会時の整列時間の短縮・表彰時に拍手

自発的に挨拶をする生徒の大幅増

身だしなみや言葉遣い等が大きく改善

総勤務時間の大幅な短縮

会議時間の大幅な短縮

取組結果が

教師にも還元
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